
第１０２回交流フロア運営会議（議事概要） 

 

１ 日時・場所 

 日時：２０２０年８月５日（水）１８：３０～２０：００ 

 場所：伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 

 

２ 参加者数 １３名 

 

３ 会議内容 

 

＜新規提案＞ 

（１）キッズ・サバイバー講座 

【概要】 

・地震が起きた際の防災・減災について学ぶキッズ・サバイバー講座を開催したい。 

・前回は保護者の方に説明する時間を設けたが、次回は子どもたちへの説明に限定したい。 

・胸骨圧迫やAED体験は、引き続き全員が体験できるようにしたい。 

 

【意見】 

・図書館には防災に関する本も多いので、展示してはどうか。 

 

（２）減災ママ講座 

・子どもを持つ保護者を対象にした、減災講習会を開催したい。 

・内容は、防災に関する基礎講座・各家庭での防災取り組み・お母さん同士の意見交換・乳幼児用

の応急手当の方法など。 

 

【意見】 

・意見交換をしたあと、共有する機会や防災士からのアドバイスなどがあればよい。 

・防災士に興味がある人も多いと思うので、資格取得に関する情報提供があっても良いと思う。 

 

（３）何からはじまるプラモデル 

【概要】 

・自分が作りたいプラモデルを製作するワークショップと、完成品の展示会を開催したい。 

・できれば定期的に（毎月）開催したいと考えている。 

・ゆくゆくは子どもたちに自発的に仕切ってもらえるような形にしたい。 

 

【意見】 

・毎月を希望するのならゴールを決めてはどうか（例えば、全3回にして初級・中級・上級など）。 

・各々がただ制作するだけではなく、共通の話を最初にするのはどうか。 

 →プラモデルは完成させる楽しさや、あえて完成させない魅力もある事などを伝えたい。また、



参加者同士が交流する仕掛けも取り入れる予定。 

 

（４）祝 阪急伊丹線開業100周年イベント 

【概要】 

・今年7月に開業100周年を迎えたことを記念し、お祝いするイベントを開催したい。 

・内容は、100 年を振り返ることができる写真パネル展示と、思い出や写真で歴史を振り返るトー

クショーを予定。 

・市内在住の大学生が制作した、２代目の阪急伊丹駅の模型（1/150サイズ）も展示したい。 

 

【意見】 

・誰でも楽しめるように、伊丹線の七不思議などクイズをしてみてはどうか。 

・写真展示と模型展示は、同じ場所でセットの方がよいか → 別々でも大丈夫。 

・参加されるみなさんの知らないような話があれば楽しそう。 

・密を避けつつ、展示を楽しんでもらえるような工夫が必要。 

・伊丹線の変化と一緒に、伊丹のまちの変化についても触れてはどうか。 

 

（５）職人の世界 

【概要】 

・カメラの職人と機械加工の職人が、それぞれの技術の実践や職人の世界について語るイベント。 

・参加者を交えたディスカッションも開催したい。 

 

【意見】 

・ディスカッションは、どのような内容について話すのか。 

→職人の世界の楽しさについて語り合いたい。 

・機械であれば、身近な物のどこに使われているのかをクイズ形式で出題すれば面白いのでは。 

・修理の仕方やこれまでの変遷など、今と昔を対比しながら話しても面白いのではないか。 

・今では当たり前になっている物事の仕組みについて、講義するのはどうか。 

・それぞれの世界を知ってもらうには、やはり映像で見てもらうのが一番良いと思う。 

 

（６）伊丹市の80周年カードゲームを作ろう 

【概要】 

・尼崎には、まちの未来を考えるカードゲーム（まちの課題が書いたカードがあり、それを手元に

ある単語のカードを使って解決する）がある。そこで、そのカードゲームを使ってみんなで遊び、

伊丹と尼崎の交流を深め、さらに伊丹版のカードゲームを作ってみてはどうか。 

 

【意見】 

・図書館で作るのであれば、図書館らしさがほしい。 

・課題解決の方法として、司書さんと協力してきっかけとなる本を案内するのはどうか。 

・カードゲームから伊丹検定などに発展しても面白いのではないか。 



・尼崎のカードゲームは大人数で遊ぶものなのか。→ １グループ６人が理想。偶数なら可。 

 

（７）日本遺産「伊丹諸白」と「灘の生一本」の貼って仕上げるすごろくを作ろう！ 

【概要】 

・日本遺産認定を記念して、画像を見ながらシートに絵マスを貼って作成するお酒の双六作り。 

・YOUTUBEと連動するなど、人と人とが接触する機会を減らすことにチャレンジしたい。 

・双六シートはことば蔵で枚数を限定して配布したい。詳細は決まり次第発案。 

 

 

＜イベント実施報告＞ 

（１）いたみ文芸ことそうし 

・新しい参加者の方が来て、話が盛り上がった。次回はオンラインも取り入れたい。 

・次回は9月12日（土）13：00開催。 

 

（２）キッズ・サバイバー講座 

・参加者は8名。クイズのボリュームが多く、時間が少し足りなくなってしまった。 

・全員にＡＥＤの体験をしてもらえた点はよかった。 

 

（３）展示とおはなしで愉しむ酒蔵通りの鳥瞰図 

・鳥瞰図の展示についても、当日の様子についても、新聞に取り上げて頂けて光栄だった。 

・時間がぎりぎりだったが、参加者の方に楽しんでもらうことができたのではと感じている。 

 

（４）漫画を語ろう 

・「ミステリー＆サスペンス漫画」をテーマに開催。6名の参加があった。 

・次回は8月26日（水）18：30 「熱い」漫画をテーマに開催。 

 

（５）すのこでＤＩＹ 

・親子で参加の方と、女性の参加者がいた。参加者はネジ締めなどに慣れていなかったため、少し

苦戦する場面があった。しかしながら、モノづくりの楽しさを伝えることができたのではないかと

思う。 

 

（６）大人のための絵本ヒーリング ことば蔵で読み語り 

・ちいちゃんのかげおくりなど、「空」をテーマにした4冊の読み語りを開催。 

・ソーシャルディスタンス確保の為、絵本はモニターを使って拡大することで楽しんで頂いた。 

・次回は8月28日（金）18：30 テーマは「想」の読み語りを開催。 

 

 

４ 次回の運営会議 ２０２０年９月２日（水）１８：３０～ 図書館ことば蔵１階 交流フロア 

 


